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論文内容菱旨
 1〕研究目.的
 乳轟症例を共通の基準により比較検討する目的で,新らしくf乳癌取扱い風動(案)が提案さ
 れたので、この規約にしたがい教室乳癌例の検討を試みた。
 韮〕検索対象
 昭和16年から昭和4ろ年までの28年間教室で手術した未治療女子鶉藪ろ12例を検索対象と
 した。
 皿〕検索成績および考案
 A〕臨床的事項1)年令別頻度け40才台が最も多く,次いで50才台,ろ0才台の顧であり,
 諸家の報告に一致している。2)初発症状としては全例が・j頼賄認材),同時に疼痛や異常乳頭分泌
 を認めた症例もあった。病悩期間は5ケ月以内が最も多かった。ろ〕唾瘤の占居部・位は外上部Cが
 159例と最も多く,Hu皿pilrey・,梶谷らの報告と同様である。
 B〕病理学的事項1)組織像は「乳癌組織分類試案」K従って分類した。非浸潤癌9例。浸潤
 癌280例で通常型では乳頭腺管癌,硬癌,髄様追贈二癌の順に多かった。2)リンパ節転移陽性例
 は158例(転移率50.6%)で,n1『05例,n2291列,ns24例であったoUrbanは55.6
 %,志村は594循の転移率を報告していたが,教室例ではこれらに比べやや低率である。腫瘤の
 占居部位別では外上部52.2%と最も多く,外下部,内下部の転移率は低かったが,外側群49%,
 内側群46易と両者の闘に差はなかった。胸骨労転移は54例中7画に認められ,内側諭よび中心
 部例では25%,外側液面転移訓では17%の転移率で,内側鞄藤は外側例に比べて転移が高く,
 特に内側例で腋窩転移の認められる場合に転格率が高かった。妹尾,志村らもほy同様の成績を報
 告している。Tとリンパ節転移をみると,Tの増大とともに転移率は高ぐなる。組織像別のリンパ
 節転移率は髄様腺管癌,硬癌,乳頭線管癌の順であった。5)病期分類TNM分類ではSbage
 ↓4ろ2伊ll,Sヒage且79暫11,S仁ag臼組91伊1,Sしag臼W窪0優llとなる。P『、馬,石尾谷らの報
 告ではs七ageIが最も多いが,藤森,草間らの報告ではsヒagenが最も多くなっており,教室
 例は門馬,梶谷らの成績r〔近い。Tnm分類による頻度κついての報告は少ないが,教室例では
 Sじagd144例,SしageH821列,SbageI丑5i鯛,SbageW55例であった。
 σ〕治療成績究)手術々式は%谷は症例に応じて拡大根治手術を施行し,志村は全例で胸骨労
 廓清を付加した超根治手函を行燈っているが,教室の手術々式は定型的根治手術が127例と最も
 多く,次で小胸筋保存手術109岡,拡大根治手術44例,ぞ⊂)他52例であった。併用療法は術
 後放射線療法を主としている。2)手術遠隔厭該a〕生存率.教室の5年生存率は、摘息判明例
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 では64.7%,治癒手術では7D.歪%である。Haagensen,梶谷らの報告では75.5%から
 4Z4%で教室の成績とほy一致する。10年生存率では梶谷は60.5%,藤森は62.9%と報告
 しているが,教室の治癒手術例では46%の10年生存墨で,やや低率であった。b)年令別の予
 後をみると,教室例では29'才以下の若年者は全例生存し,50才台,40才台では予後良好であ
 ったが,年令の増加とともに生存率は低下する傾向がみられた。Hu皿phrey,梶谷らの報告では,
 若年老の予後は不良とされているが,年令と予後は関係がないとの報告も少なくない。教室例はい
 づれも蹴ageが低かった為に予後が良好になっているものと思われる。c)病悩期間と5年生存
 率をみると教室例では期間の長いものほど,予後不良で,門馬らの成績に一致する。しかしHum
 phreyは両者間に関係はないと報告している。α)ll虫瘤占居部位別の5年生存率では外下部が最
 も良好であった。内側例と外側例との間に葦はなく,Richarα6,草間らも部位と予後には密接
 な関係はない,と述べている。g)脇艪の大きさと5年生存率との関係をみると,腫瘤の増大とと
 もに生存率は低下を示し,Wyn邑er,梶谷,門馬らの報告と同様の成績であった。f)1,ンパ節
 転移と5年生存率をみると,転移陰性例の5年生存率は8Z7%,陽性例では598%であり,nl
 例50%,n2例ろ6%,n3例6・7%の5年生存率であった。Haagen8gn,藤森,髭谷らも転
 移の有無と予後には密接な関係があると述べている。9)組織像と5年生存率をみると,浸潤癌で
 は乳頭腺管癌の予後は硬癌,髄様癌に比べて良好であった。非浸潤癌は全例生存している。h)病
 期分類と5年生存率をみるとTNM分類ではSじage186%,Sじage互6ユ%,SbageIH39
 %,Sヒa'geivO%となり,一またTnm分・類でにtそ・れぞれ88%,62%,40%,5%となる。
 いづれの分類でもS瞼g臼の進行とともに予後不良となり,諸家の報告と一致する。i)手術々式
 と5年生存率との関係をみると定型的根治手術では692%,小胸筋保存手術では57%の5年生
 存率である。拡大根治手術では40%と低い。これは進行乳腺のみを対象とした為であり,志村ら
 の報告では拡大根治手術は定型的根治手術より5年生存率が高い。教室では術後放射線照射を併用
 しているが,遠隔成績は照射例が非照射例より若干良好であった。
 w〕結 語
 教室乳癌症例ろ12例を検討し次の結論を得た。1)乳癌は40才台に最も多く,外上部に多い。
 2)リンパ節転移率と年令,占居部位との関係は明らかでないが,Tの増大とともに転移率は高く
 なる。ろ)消息判明例の5年目ロ年生存率はそれぞれ64.7%,・598%であった。4〕5年生
 存率は病悩期間の長いものほど、腫瘤の大きいものほど低率であった。5)リンパ節転移の有無お
 よびその程度は予後を支配する最も重要な因子である。6)TNM分類,Tnm分類によるSじege
 は予後を判定するの1て有'用である。
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 審盗結果の要旨
 乳癌の手術成績に関する報告は,多数みられるが,報告者によりその判定基準はまちま'らであり,
 手術成績の比較は困難であった。著者は,新しく提案された「乳癌取扱い規約」にもとづいて,過
 去28年間に切除された未治療女子乳癌512例について検討し,次のごとき結果を得ている。
 乳癌症例の年令別頻度は40才台が最も多く,ついで50才台,50才台の順であり,腫瘤の占
 居部位は外上部{Glが最も多かった。
 リンパ節転移は,約半数の症例にみられ,そのうちでも腋窩リンパ節転移が多かっだ。リンパ節
 転移と年令,腫留の占居部位との関係は明らかでないが,腫瘤の増大とともに転移例は多くなる。
 胸骨勇転移は,外側例よりも内側乳癌に多く,腋窩転移例で頻度が高い∩乳頭腺管癌は,硬癌,髄
 様腺管癌にくらべ転瞬が低かった。
 5年生存率は,耐術消息判明例では64.7%,治癒手術ではアロ.1%であるが,1D年生存率は
 それぞれ598%,46%であった。5年生存奉は年令の増加とともに低下し,病悩期間の長いも
 のては低率であった。庫瘤の占居部位は予後と明らかな関係はないが,陣留の大きいものほど予後
 不良であった。
 リンパ節転移陰性例の5年生存率は8ス7%であるのに対し,転移陽性鯛では598%と予後不
 良であ夢,さらにリンパ節転移が高慶になるにしたがい5年生存率も低下して細り,リンパ節転移
 の有無かよびその程度が予後を左右する最も重要な因子である。組織像では,乳頭腺管腺が,硬癌
 髄様腺管癌よりも予後良好であった。
 また,TNM分類おユ:びTnm分類に.辷る8七ageは予後の判定に有用であり,本分類は臨床上
 価f直ある分類法であイ)o
 比較的多数の症例について,共通の規準にしたがい検討を加え,以、ヒのごとき結果を鴛た本硫究
 は,欧米譜図および本邦諸琢の成績と比較検討し,乳癌治療成績の向上に寄与するところ少なから
 ぬものがあると信ずる自
 よつて,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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